	
	
	



テンプレート：Adobe Marketo Engage データハイジーンプロセスドキュメンテーション

このテンプレートを参照して、組織にとって重要な要素をドキュメント化してください。
目的と適用範囲：
· 目的：データハイジーンポリシーの目標を説明します（例：データ精度の向上やビジネスオペレーションの効率化など）。
· 適用範囲：Marketo Engage、CRM、その他関連するプラットフォームなど、このポリシーが適用されるチームおよびシステムを定義します。
· 関連リンク：
· データハイジーンプログラム：[Marketo Engage のデータハイジーンプログラムへのリンク]
· スマートキャンペーン：[Marketo Engage のスマートキャンペーンへのリンク]
· レポート：[CRM のデータ品質レポートへのリンク]
· データ管理ツール：[CRM のデータ管理ツールへのリンク]
データ入力ガイドライン：
· 必須フィールド：必須入力項目と任意項目を明記します。
· データ形式：正しいデータ形式のガイドラインを提供します（例：日付、電話番号、メールアドレス）。
· データ検証：入力前にデータを検証する手順を定めます。
データクリーニング手順：
· 重複管理：重複レコードの特定と処理方法を記載します。
· 不整合データの処理：データの不整合に対処する方法を説明します。
· データエンリッチメント：追加の情報を使用してデータエンリッチメントを実施するプロセスを詳細に記載します。
データ品質指標：
· 主要業績評価指標（KPI）：データ品質を測定するための指標を定義します。
· 定期監査：定期的なデータ監査をスケジュールし、ドキュメント化します。
データガバナンスの役割と責任：
· データスチュワード：データ品質の監督責任者を特定します。
· チームの役割：データ入力や管理に関与する各チームの役割と責任を明確にします。
トレーニングとオンボーディング：
· 初期トレーニング：新規チームメンバー向けの初期トレーニングセッションの概要を説明します。
· 継続トレーニング：継続トレーニングの頻度や形式を記載します。
データセキュリティとプライバシー：
· コンプライアンス：ポリシーがデータ保護規制（例：GDPR、CCPA）に準拠していることを確認します。
· アクセス制御：データにアクセスできる人とアクセスレベルを定義します。
· データ暗号化：機密データの暗号化使用を明記します。
データ統合と同期：
· 同期頻度：カスタム CRM 統合にのみ適用。データを同期する頻度を決定します。ネイティブコネクタは 1 日に複数回自動同期します。 
· 同期ルール：データ同期のルールと条件をドキュメント化します。
· エラー処理：Marketo Engage 管理者または CRM 管理者が同期エラーに対処するプロセスを記載します。
ツールとリソース：
· ソフトウェアツール：データハイジーンに使用するツールやリソースをリストアップします。
· トレーニング資料：トレーニング資料やユーザーガイドへのリンクを提供します。
フィードバックと継続的改善：
· フィードバックの仕組み：チームメンバーがフィードバックを提供できる仕組みを構築します。
· ポリシーの更新：ポリシーの定期的な見直しと更新をスケジュールします。
関連リンクの例
· Marketo Engage のデータハイジーンプログラム：[関連リンクを挿入]
· Marketo Engage のスマートキャンペーン：[関連リンクを挿入]
· CRM のデータ品質レポート：[関連リンクを挿入]
· CRM のデータ管理ツール：[関連リンクを挿入]
	
	
	



